
モノから見る場の形成史
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自己紹介

上保 利樹(うわぼ りき) 23歳

2018年3月 慶應義塾大学文学部人文社会学科民族学考古学専攻 卒業
現在は社会人1年目

社会人になってから、中々研究を進められていない……が、
「けいおうタヌキ研究所(慶應タヌキ研究会)」としてSNS(twitter)を中心に活動
⇒ 研究内容をベースに、あまり知られていない「信楽タヌキ」の歴史や面白さを発信(したい)
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「信楽タヌキ」とは？

？
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「信楽タヌキ」とは？

「信楽タヌキ」

特徴 ： 徳利、通帳、笠、陰嚢、腹

役割 ： 一般的に縁起物
⇒「他を抜く」商売繁盛

民芸品・お土産（大量生産）

値段 ： 200円～200万円

大きさ： 10cm～5m

生産地： 滋賀県甲賀市信楽町
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「信楽タヌキ」とは？

信楽町 滋賀県甲賀市

（2016年11月9日 発表者撮影）
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「信楽タヌキ」とは？

「信楽タヌキ」の面白いところ…

「売れるための工夫」の歴史

 姿が変化 ： だんだん可愛く、ふくよかに…

 役割が変化： 途中から「縁起の良さ」が後付け

 多様化 ： 大量生産&バリエーション増加
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「信楽タヌキ」とは？

藤原銕造（初代狸庵）
(1872-1966)

信楽タヌキの「生みの親」

明治初頭(1904～1905年頃)

「信楽タヌキ」の誕生
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「信楽タヌキ」とは？

（画像出典：信楽焼《奉迎の狸「天皇陛下行幸
記念」》 - Google Arts & 
Culture:<https://www.google.com/culturalinstitute/b
eta/asset/%E4%BF%A1%E6%A5%BD%E7%84%BC-
%E3%80%8A%E5%A5%89%E8%BF%8E%E3%81%AE%E
7%8B%B8%E3%80%8C%E5%A4%A9%E7%9A%87%E9%
99%9B%E4%B8%8B%E8%A1%8C%E5%B9%B8%E8%A8
%98%E5%BF%B5%E3%80%8D%E3%80%8B/RwHJLOSs
OYWxjw?hl=ja＞ （最終アクセス日：2019年3月1
日）

全国的に有名に 昭和天皇の信楽巡幸

1950年代(1951年~1952年)
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「信楽タヌキ」とは？

1950年代以降

大量生産
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「信楽タヌキ」とは？

姿が変化 ①体型や表情の変化 ②製法の変化
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昔(1900年代あたま) 今

本物の笠

スリム！

ケモノっぽい顔

浮いてる

からだ真っ黒

虚空を見つめる

顔こわい

笠も土で作る

だんだん太る あざとくなる

耳が横に

マヌケ感アップ？

しゃもじ体型

まだ色が薄い

ちょい太る

目の周りが

明るい

ココも明るい

タヌキといえば

このタイプ？

さらに太る目に穴あいてる

頭身低い

ろこつな

縁起物アピール

葉っぱ
(実はメス)

1900年代初頭
一番古い「信楽タヌキ」

昭和前期

1950年代



「信楽タヌキ」とは？

役割が変化

八相縁起 1952年石田豪澄
信楽タヌキの持つ八つの意匠が
それぞれ縁起の良さを表すという考え

1950年代以降、「縁起の良さ」が後付け
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八相縁起

目

顔

通帳

尻尾玉袋

お腹

徳利

笠



「信楽タヌキ」とは？

多様化

格好・持ち物 性別

露骨な縁起物感
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大量生産後、より激しく…



「信楽タヌキ」とは？

しばし「信楽タヌキ」の美をご鑑賞ください
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1.はじめに

狸谷山不動院 京都府京都市左京区一条寺松原町
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1.はじめに

300体を超える「信楽タヌキ」が
参拝者によって勝手に置かれる

明らかに飾られているタヌキも…
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1.はじめに

寺院の姿勢 ： 容認？ 禁止はしていないが、関わりもしない

 「信楽タヌキ」を置くことを認めていないが、撤去もしない

 HPや会報で境内の「信楽タヌキ」が紹介・宣伝されない

（2018年3月まで、HPには写真すら写っていなかった）

「狸谷山不動院はお不動さまのお寺だから」
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1.はじめに

埋まりかけるも
そのままにされるタヌキ

階段の段数を示すため
置かれるタヌキ

一方で境内の「信楽タヌキ」を見てみると…

相反する姿勢

20



1.はじめに

 課題 ： タヌキは参拝者が無許可で持ち込んだ

⇒ 個々の「信楽タヌキ」がいつ、なぜ置かれたかわからない

 課題 ： 寺院がタヌキを紹介・宣伝しない

⇒ 寺院のHPや会報からはタヌキへの認識が読み取れない

なぜ、このような場が形成された…？

お寺や参拝者はタヌキにどう関わっている…？
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1.はじめに

境内の「信楽タヌキ」を軸に据え…

(1)関与する人々と(2)境内の場に焦点を当てることで、

境内の場が如何なる作用で形成されてきたかを明らかにする

研究の目的
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2.分析方法

分析方法
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2.分析方法

Ⅰ.フィールドワーク(2017年4月,8月,11月)

Ⅰ-Ⅰ 聞き取り調査
2017年8月15日,11月9日

三代目貫主 松田亮海氏 他

Ⅰ-Ⅱ 「信楽タヌキ」の分布の把握
Ⅰ-Ⅲ 「信楽タヌキ」の形態分析

寺院：1枚(1981年)

地理院地図：6枚(1940年代~2007年)

インターネット：50枚(2003年以降)

Ⅱ.過去の写真との比較

ポイント

(1)関与する人々

- 誰が関わっている？

- 関わり方に変化は？

(2)境内の場

- 境内の変遷

- タヌキの分布と変遷

- タヌキの形態的特徴
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3.分析1-1 寺院の歴史

分析1-1 寺院の歴史

- 聞き取り調査 三代目貫主 松田亮海氏
- 写真との比較
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3.分析1-1 寺院の歴史

狸谷山不動院 京都府京都市左京区一乗寺松原町６

1718年 狸谷山の開山（修験の場として）
1944年 修験道大本山一乗寺狸谷山不動院

 「狸谷」という名は地名に由来
 本尊は不動明王（タヌキを祀っているわけではない）

余談 ： 動物のタヌキもほとんど住んでないらしい

縁起にタヌキとの関係はなし
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「昔から狸谷という山はフリースペースだった」

様々な信仰を受け入れる、信者・参拝者の要望に応える

1940年の境内模式図 2016年時点の境内地図

寺法制定前後の境内 神仏が残され続ける山

3.分析1-1 寺院の歴史
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3.分析1-1 寺院の歴史

 撤去はされないが、壊れたり埋まったりしてもそのまま
 一方、お寺が動かしたと思われるタヌキも…

1950年代 「フリースペース」に参入する形で持ち込まれるタヌキ

他の神仏とは明らかに扱いが異なっている
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

- 聞き取り調査 三代目貫主 松田亮海氏
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

時代を通して変化する寺院の認識

「タヌキが置かれ始めてから現在まで、タヌキへの認識は揺れ動いてきた」
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

1950~60年代

「嫌なイメージがあった」

「タヌキのお寺と間違えられてしまう」

「信楽タヌキ」の置かれ始めた当初

1960年代後半

「ありがたいもの」へ「逆転」

知名度が上がり、参拝者が増えた
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

1965年頃 山伏タヌキ 「寺院がタヌキを受け入れた証拠」

檀家への記念品として寺院が300体制作(清水焼)。非売品
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

1960年代後半
~2010年?

「常にタヌキを受け入れてきたわけではなかった」

揺れ動く認識

 「タヌキを出しにくい時代もあった」

 「敢えてタヌキを写真に写さないようにしていた時代も」

 山伏タヌキを再び制作することはなかった
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

2011年~2014年

「タヌキを逆手に取ろう」

2014年、「タヌキをアピールしていこう」という話が上がった

「信楽タヌキ」を活用していく動きへ

タヌキの置かれる境内の入口を改修工事（除草)で見栄えよく

未だ公の場ではタヌキを大々的に宣伝しない

一方…

「あくまで狸谷はお不動さまのお寺」という姿勢
「お寺の人はタヌキに関心がない」
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

①「タヌキに関心がなく、そのままにする」

②「タヌキに役目を果たしてもらう時もある」

現在の姿勢

具体的にどんな関わり方？

主に「寺院の認識」は境内にどう反映されている？
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4.分析1-2 「信楽タヌキ」に対する寺院の認識

「当山のゆるキャラ?」として公開
(2017年５月)

「狸谷山不動院のキャラクター」
(2016年8月公開)

タヌキを押し出す動きも？
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狸谷山不動院 :（画像出典：<https://www.facebook.com/tanukidanisan＞）
(最終アクセス日：2019年3月1日）

狸谷山不動院 :（画像出典：<https://www.facebook.com/tanukidanisan＞）
(最終アクセス日：2019年3月1日）



6.分析2-1 境内の「信楽タヌキ」分布

分析2-1 境内の「信楽タヌキ」分布

- マッピング
- 聞き取り調査 三代目貫主 松田亮海氏
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6.分析2-1 境内の「信楽タヌキ」分布
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6.分析2-1 境内の「信楽タヌキ」分布

狸谷A:入口(1979年) 狸谷B:七福神像(1992年)

狸谷C:階段横広場 狸谷D：三社明神堂（1937年）
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6.分析2-1 境内の「信楽タヌキ」分布

その他Ⅰ(2011~)

「お出迎えの精神」のもと寺院が配置。
「参拝者に道中楽しんでもらうため、境内のタヌキの中で
可愛く、状態のいいものを拝借した」

階段の段数を示すタヌキ
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6.分析2-1 境内の「信楽タヌキ」分布

その他Ⅱ(2017~)

2017年8月以降に配置された例外的なタヌキ
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

- マッピング
- 形態分析
- 聞き取り調査 三代目貫主 松田亮海氏
- 過去の写真との比較
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

画像出典（滋賀県立陶芸の森 2007 p.51） （画像出典：滋賀県立陶芸の森 2007 p.55)

笠、徳利、通帳、巨腹、大陰嚢（中村 1990) 

②古さ：1950年代以前と以後で分類 ③多様化

1950年代以前の特徴を有するタヌキの一例

形態分析 ： ①大きさ、②古さ、③多様性、④状態

基本型
※本研究では信楽焼以外の焼き物も含む
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

狸谷D 三社明神堂(1937)

←↑狸谷D1

狸谷D3→

↑狸谷D2
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

狸谷D 三社明神堂(1937)

80cmを超えるタヌキ

1940年代 三社明神堂手前の建物は光明殿のみ
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

狸谷D 三社明神堂(1937)

1981年当時の狸谷D

タヌキいないよ
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

2011年以前 狸谷D4

「そのままにする」事例？

「申し訳ないと思いながらも、
タヌキに土埃をかけている」

狸谷D3 埋もれるタヌキ

47（画像出典: https://4travel.jp/travelogue/10495519＞）(最終アクセス日：2019年3月1日）



7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

狸谷A 入口(1979)
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

 「職人さんはこだわりが強く、タヌキをキレイに並べ替えていた」

 「可愛くないタヌキを（職人に）後ろにやってもらうよう頼んだ」

狸谷A 業者(職人)による移動

（画像出典：<http://4travel.jp/travelogue/10941391＞）(最終アクセス日：2019年3月1日）

2003年当時 2014年11月 改装工事

（画像出典：<http://4travel.jp/travelogue/10941391＞）(最終アクセス日：2019年3月1日）

タヌキを活用する事例？
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

「山伏タヌキ」 境内各所に分布するも、対称的な扱い

狸谷A 石碑真下に唯一配置 狸谷D3 埋もれる

象徴的なタヌキすら「活用」と「そのまま」が見られる
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

タヌキ以外の置物(七福神)

「福」のマーク 小判狸谷B 七福神像(1992)

景観が影響？
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7.分析2-2 各地点の「信楽タヌキ」

ただの「広場」だった地点

狸谷B 七福神像(1992)
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8.まとめと考察

まとめと考察
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8.まとめと考察

Ⅰ.参拝者

Ⅱ.寺院

Ⅲ.業者(職人)

(1)持ち込む (2)置く (3)動かす (4)加える

(1)「そのままにする」

(2)「役目を果たしてもらう」

改装の際、タヌキを移動、再配置 (狸谷AやD)

撤去しない、壊れてもそのまま

階段の段数を示す、改装工事

境内の場の形成に関与する人々
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8.まとめと考察

①「タヌキに関心がなく、そのままにする」

②「タヌキに役目を果たしてもらう時もある」
現在

1950年代 「嫌なイメージがあった」

1960年代 「ありがたいもの」へ「逆転」

2010年代 「タヌキを逆手に取ろう」

「タヌキを出しにくい時代もあった」～

移り変わる寺院の認識
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8.まとめと考察

地点によって異なる寺院の関与の仕方 ： 「お出迎えの精神」？

「そのままにする」事例
狸谷D
①埋もれても壊れても放置
②「山伏タヌキ」も埋もれる

「活用」の事例
狸谷A
①改装工事と並べ替え(業者)
②「山伏タヌキ」を象徴的に配置

その他Ⅱ
③階段の段数を示すタヌキを配置

寺院が意識的にタヌキを選択

揺れ動く寺院の認識や思惑が反映される境内の場
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8.まとめと考察

Ⅰ.参拝者

Ⅱ.寺院

Ⅲ.業者(職人)

Ⅳ.モノそれ自体の働きかけ

「信楽タヌキ」によって (1)知名度が上がり、(2)寺院の認識が変化

⇒ 参拝者がお賽銭を置く、寺院が除草するなどなど……

境内の場の形成に関与する4者目の存在
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8.まとめと考察

「信楽タヌキ」
寺院

狸谷

業者

参拝者「信楽タヌキ」を介した間接的な関わり
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8.まとめと考察

1.境内が形成される上で、①参拝者、②寺院、③業者、
何より④モノという存在の働きかけがあった

2.彼らの認識は時代の中で揺れ動く。それゆえ、
四者の関係も常に一定ではなかった

3.狸谷山不動院は絶えず変化する四者の関係性を反映する
形で形成、変化し続けている場である
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卒業論文での結論



8.まとめと考察

「信楽タヌキ」を使って直接参拝者と関わる

60

現在も変わり続けている、寺院と「信楽タヌキ」の関係性

狸谷山不動院 :（画像出典：<https://www.facebook.com/tanukidanisan＞）
(最終アクセス日：2019年3月1日）



8.まとめと考察

HPやFacebookに
「信楽タヌキ」

「山伏タヌキ」の
立ち位置

61

狸谷山不動院 :（画像出典：<https://www.facebook.com/tanukidanisan＞）
(最終アクセス日：2019年3月1日）

狸谷山不動院 :（画像出典：<http://www.tanukidani.com/＞）
(最終アクセス日：2019年3月1日）
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4.おわりに

今後の課題
・「信楽タヌキ」の形態分析 ⇒ 「可愛い」とは？

・「参拝者」をより細かく分ける必要がある
⇒ 信者、観光客、朝参りの人

・「信楽タヌキ」が置かれた理由がほぼ推測の域を出ない

やりたいこと

・「信楽タヌキ」を置いた人を見つけ、話を聞きたい

⇒ 探偵ナイトスクープ

・より古い時代の写真見つけたい

63



4.おわりに
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変わりゆく境内のタヌキを観察し続けたい！

お寺の看板の前に仁王立ちするタヌキ
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大正時代の「信楽タヌキ」ポスター(嘘です)

66


	スライド番号 1
	目次
	自己紹介
	目次
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	「信楽タヌキ」とは？
	目次
	1.はじめに
	1.はじめに
	1.はじめに
	1.はじめに
	1.はじめに
	1.はじめに
	2.分析方法　
	2.分析方法
	3.分析1-1　寺院の歴史
	3.分析1-1　寺院の歴史
	3.分析1-1　寺院の歴史
	3.分析1-1　寺院の歴史
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	4.分析1-2　「信楽タヌキ」に対する寺院の認識
	6.分析2-1　境内の「信楽タヌキ」分布
	6.分析2-1　境内の「信楽タヌキ」分布
	6.分析2-1　境内の「信楽タヌキ」分布
	6.分析2-1　境内の「信楽タヌキ」分布
	6.分析2-1　境内の「信楽タヌキ」分布
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	7.分析2-2　各地点の「信楽タヌキ」
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	8.まとめと考察
	目次
	4.おわりに
	4.おわりに
	謝辞
	ご清聴ありがとうございました

